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ウェルビーイングとスポーツ消費者行動：

先行研究のレビュー

Well-being and sport consumer behavior: A literature review

熊井俊夫 1）、吉田政幸 2）

Toshio Kumai, Masayuki Yoshida

［Abstract］

　The purpose of this paper is to review the literature on well-being in both sport management and 

social psychology. First, we reviewed how the well-being concept has been defined and measured by 

academics in social psychology. After reviewing both conceptual and empirical studies, we found that 

(1) well-being is a person’s subjective evaluation of his or her life and (2) there are seven major 

conceptual models: subjective well-being, life satisfaction, hedonic well-being, eudaimonic well-being, 

social well-being, mental health continuum-short form, and PERMA model. Second, we carried out a 

thorough review of the sport management literature and summarized different concepts, measures, 

contexts, and related variables in previous sport consumer research. Although various well-being 

concepts have been applied to the sport context, we found that sport management researchers have 

primarily borrowed these concepts from social psychology. Borrowed concepts are not enough to 

explain a context-specific phenomenon in sport such as athlete well-being and sport fan well-being. We 

conclude that well-being concepts need to be adapted and extended to represent the unique 

characteristics of sport participants and spectators.
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1．緒言

1.1　はじめに

　プロスポーツはスポーツファンによって支えら

れている。その存在意義はスポーツ観戦を通じて

人々や社会を幸福にすることであり、ファンのウェ

ルビーイングと密接に関係している。ここで言う

ウェルビーイングとは、人生の意味・意義、自己

実現、他者との良好な関係などの要素によって構

成される概念である（Seligman, 2011）。人々に

とって幸福な人生を送ることが一つの人生の目的

であり、ウェルビーイングは消費者行動に特化し

たものではなく、人の日々の生活や人生が良好な

状態であるかを示す概念である。

　今日、プロ野球の全 12 球団が球団の理念、行

動指針、基本姿勢にウェルビーイングに関する説

明を行っている。例えば、人々の心理的な幸福に

関するウェルビーイングを球団の理念に組み込ん

でいる代表例として阪神タイガース、横浜 DeNA

[ 総説 ]

1）法政大学スポーツ健康学研究科博士後期課程

2）法政大学スポーツ健康学部

－ 9－－ 9－

法政大学スポーツ健康学部卒業論文. 2022

12） 臼井健人 : スポーツ健康学部新入生を対象に

した整形外科的メディカルチェック（第 10

報）. 令和 4 年度 法政大学スポーツ健康学部卒

業論文. 2022

13） 中嶋寛之. 女子体操選手における前十字靭帯損

傷. 整形 災害外科. 1984;27:609-613. 

14） 中嶋寛之 : スポーツ整形外科的メディカル

チェック. 臨床スポーツ医学 1985;2:735-740. 

15） 鳥居俊 : 発育期のスポーツ傷害防止のための

整形外科的メディカルチェック （第 2 報） 関

節弛緩性 筋柔軟性と傷害発生との関係. 日本

整 形 外 科 ス ポ ー ツ 医 学 会 雑 誌. 1994;14

（3）:359-366. 

16） 阿部宙, 渡邊裕之 , 戸島美智生 : Muscle 

tightness test の検者内および検者間信頼性 . 

日本臨床スポーツ医学会誌. 2012;20（2）:336-

343.

17） G r a y  C o o k :  M o v e m e n t :  F u n c t i o n a l 

Movement Systems: Screening, Assessment 

and Corrective Strategies. On target Pub. 

2010

18） Gray Cook 著, 中丸宏二ら監訳 : ムーブメント

Movement. 有限会社ナップ . 2014

19） 日本体育協会編 : アスレティックトレーナー

専門科目テキスト 5 検査・測定と評価 . 日本

体育協会, 2007

20） 宮川俊平 : 運動器のメディカルチェックのポ

イント : ゆりかごから墓場まで. 筑波大学体育

系紀要. 2019;42:1-11.

21） 泉重樹 , 林容市 , 春日井有輝 , 荒井弘和 , 吉田

康伸 : スポーツ系学部生と一般学生の身体動

作比較 : Functional Movement Screen を指

標にして. 法政大学スポーツ研究センター紀

要. 2014;32:35-40.

22） 級内相関係数（ICC）.EBPT 用語集 . https://

www.jspt.or.jp/ebpt_glossary/.　Accessed 

2023.2.3. 

－ 8－



ベイスターズ、埼玉西武ライオンズなどがある（表

1）。阪神タイガースは「優れたエンタテインメン

トで夢・感動・喜びをお届けし、豊かな人生の実

現に貢献します」と謳っており（阪神タイガース，

2022）、横浜 DeNA ベイスターズは「勝っても負

けても、深い感銘を与える。そういう野球ができ

たら幸せだ」と表明している（横浜 DeNA ベイス

ターズ，2022）。

　球団の中には社会的側面から人々のウェルビー

イングを推進しているチームもある（表 1）。例え

ば、北海道日本ハムファイターズは球団の理念の

中でスポーツが「人と人との心がつながるコミュ

ニティを創造する力となる」と説明している（北

海道日本ハムファイターズ，2022）。さらに、プ

ロ野球を通じて子どもたちや市民の身体的な健康

増進を図ることを理念に含めているチームが阪神

タイガースと北海道日本ハムファイターズである

（表 1）。阪神タイガースは、「子どもたちの健全な

育成に貢献する」と謳っており（阪神タイガース，

2022）、北海道日本ハムファイターズは、「心と身

体の健康をはぐくむコミュニティを実現する」こ

とを企業理念として掲げている（北海道日本ハム

ファイターズ，2022）。     

　2015 年に国際連合が Sustainable Development 

Goals（SDGs）を発表したことにより、ウェルビー

イングの重要性は一層増している（United 

Nation，2015）。SDGs は国際連合が 2016 年から

2030 年までの期間に、より良い社会を実現するた

めに設定した17の開発目標であり、その一つ（Goal 

3）がウェルビーイングである。日本のスポーツ庁

は「スポーツ SDGs」を作成し、スポーツの力を

活用した SDGs の達成を目指しており（スポーツ

庁 , 2021）、スポーツ庁によって管轄されるプロ野

球やプロサッカーもスポーツ SDGs に貢献するこ

とが期待されている。

1.2　目的

　このように、プロスポーツ観戦を通じて人々の

ウェルビーイングに貢献することはプロスポーツ

の理念や存在意義と一致する。しかしながら、ス

ポーツマネジメント分野においてウェルビーイン

グに関する研究は SDGs が発表された 2015 年以

降になって本格的に取り組まれるようになった比

較的新しい研究トピックである（e.g., Doyle et 

al., 2016; Inoue et al., 2020）。その多くは心理学

領域で発表されてきた多様なウェルビーイング概

念をスポーツ消費者行動に応用し、主観的ウェル

ビーイング（Kim & James, 2019）、心理的ウェ

ルビーイング（Sato et al., 2021）、社会的ウェル

ビーイング（Kim & Kim, 2020）、人生満足度

（Inoue et al., 2017）、生活領域満足度（Sato et 

al., 2017）などの要因によって検証している。さ

らに、スポーツ消費者行動には観戦型スポーツと

参加型スポーツの消費者行動があり、どちらも多

表 1　ウェルビーイングを取り上げたプロ野球チームの理念・行動指針・基本姿勢

（球団 HP より抜粋して著者作成）

ウェルビーイング 理念・行動指針・基本姿勢

心理的ウェルビーイング

●　�優れたエンタテインメントで夢・感動・喜びをお届けし、豊かな人生の実現に
貢献します（阪神タイガース）。

●　�勝っても負けても、深い感銘を与える。そういう野球ができたら幸せだ（横浜
DeNA ベイスターズ）。

社会的ウェルビーイング

●　�皆さまとの交流を深め、ともに戦い、ともに歩む球団を目指します（埼玉西武
ライオンズ）。

●　�人と人が触れ合う交流の機会となり、人と人との心がつながるコミュニティを
創造する力となる（北海道日本ハムファイターズ）。

身体的ウェルビーイング
●　�子どもたちの健全な育成に貢献する（阪神タイガース）。
●　�心と身体の健康をはぐくむコミュニティを実現する（北海道日本ハムファイ

ターズ）。
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くの競技種目を含んでいる。スポーツマネジメン

ト分野におけるこれまでのウェルビーイング研究

は（1）概念と（2）文脈の点から十分に整理され

ておらず、体系的な理解が進んでいない。そこで、

本研究はウェルビーイングに関する先行研究をま

とめ、多様なスポーツの文脈で検証されてきたウェ

ルビーイングを概念的に整理することを目的とす

る。以下では、まずスポーツマネジメントの親学

問である社会心理学のウェルビーイング研究を概

括し、その後、スポーツマネジメント分野におけ

るウェルビーイング研究をレビューし、体系的に

整理する。社会心理学の文献検索では PsychINFO、

ScienceDirect 、Google Scholar を用いた。スポー

ツ マ ネ ジ メ ン ト の 文 献 は SPORTDiscus、

ScienceDirect、Google Scholar を検索することで

特定した。

2．社会心理学におけるウェルビーイング

2.1　�ウェルビーイング（主観的ウェルビーイング

と人生満足度）

　表 2 は社会心理学において検証されてきた主な

ウェルビーイング概念を示している。ウェルビー

イング研究の第一人者の一人である Diener (1984)

によると、ウェルビーイングは人々から主観的に

評価される。よって、彼はウェルビーイングを主

観的ウェルビーイング（subjective well-being）

と命名した。主観的ウェルビーイングとは精神的

健康を伴い、認知的側面（e.g., 尊厳や自己実現）

と感情的側面（e.g., 喜びや快楽）から人生を全体

的に評価したものである。つまり、幸せは経済的

に裕福か否かだけでは判断できず、心身がともに

健康であると同時に、社会的関係性が良好で、感

情が豊かになる満ち足りた状態のことである。さ

らに Diener et al. （1985）は主観的ウェルビーイ

ングの認知的側面に着目し、人生満足度 (life 

表 2　社会心理学におけるウェルビーイングを構成する概念の定義

概念 著者 定義

主観的ウェルビーイング Diener (1984)
主観的ウェルビーイングとは、人生の主観的かつ全体的な評
価であり、精神的な健康を伴う状態である。

人生満足度 Diener et al. (1985)
人生満足度とは、人が人生を主観的に振り返り、全体的に評
価した結果得られる満足度である。

快楽的ウェルビーイング Ryan and Deci (2001)
快楽的ウェルビーイングとは、人が人生の苦しみや不快感を
乗り越えるとともに、喜び、感動、安心感などのポジティブ
感情の総量を増やすことによって得られる幸福な状態である。

ユーダイモニック・
ウェルビーイング

Ryff (1989)

ユーダイモニック・ウェルビーイングとは、自分の生きる意
味や自分が大切にしている価値観と一致した活動に深く打ち
込んだ結果、成長することで自己実現を果たす状態である。
主な要因として自律性、自己成長、人生の目的、自己受容、
他者との積極的関わり、環境制御力の 6 要因が特定されている。

社会的ウェルビーイング Keyes (1998)

社会的ウェルビーイングとは、人が暮らす社会的環境とその
機能が良好な状態である。社会的受容、社会貢献、社会的実
現感、社会的一貫性、社会的統合の 5 つの側面からなる概念
である。

メンタルヘルス・コンティ
ニューム・ショートフォーム：
MHC-SF

Keyes et al.（2008）

ウェルビーイングは感情的（快楽的）、心理的（ユーダイモニッ
ク）、社会的ウェルビーイングの 3 要因に分かれる。MHC-SF
は少ない質問数（14 項目）でウェルビーイングの感情的、心理
的、社会的側面を測定することを可能にした短縮版尺度である。

PERMA モデル Seligman（2011）

positive emotions（ポジティブ感情）、 engagement（エンゲー
ジメント）、 relationships（関係性）、 meaning（意味・意義）、
achievement（達成）という 5 種類の測定可能な要素によっ
てウェルビーイングは構成される。
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satisfaction) を概念化した。ここで言う人生満足

度とは、人の人生が理想的で素晴らしい状態に到

達した結果得られる人生の満足度である。人生満

足度は感情的側面を含んでおらず、この点が主観

的ウェルビーイングとの違いである。     

2.2　�快楽的ウェルビーイングとユーダイモニッ

ク・ウェルビーイング

　Ryan and Deci（2001）は、これまでの社会心

理学におけるウェルビーイング研究を 2 種類の

ウェルビーイングへと分類した。一つ目は快楽的

ウェルビーイング（hedonic well-being）である。

これは人が人生の苦しみや不快感を乗り越えると

ともに、喜び、感動、安心感などのポジティブ感

情の総量を増やすことによって得られる幸福な状

態である。快楽的ウェルビーイングは、Diener 

（1984, 1985）が唱えた主観的ウェルビーイング

（subjective well-being） や 人 生 満 足 度（life 

satisfaction）と関係している。一方、二つ目はユー

ダイモニック・ウェルビーイングと呼ばれ、これ

は人が生きる意味や自分の大切にしている価値観

と一致した活動に深く打ち込んだ結果、成長する

ことで自己実現を果たす状態である。ユーダイモ

ニック・ウェルビーイングはその多次元性が指摘

されており、主な要因として自律性、自己成長、

人生の目的、自己受容、他者との積極的関わり、

環境制御力の 6 要因が特定されている（Ryff, 

1989)。人は本当の自分が何者であるかを悟るととも

に、その姿を自己表現（personal expressiveness）

としたとき、 活 気に満ち 溢 れた状 態になる

（Waterman, 1993）。さらに、人は自己の継続的

努力を積み重ねることで人生の目的を達成すると

幸せになることができる（Ryff, 1989）。先行研究

の主張で共通していることは、ユーダイモニック・

ウェルビーイングが個人としての人間的成長を基

礎にしている点である。それは自らに向き合い、

努力を伴う心理状態と行動によって自己実現する

ことである。

2.3　社会的ウェルビーイング

　Ryan and Deci（2001）はウェルビーイングを

快楽的ウェルビーイングとユーダイモニック・ウェ

ルビーイングの 2 つに分類して説明したが、人が

幸福になるためには社会と繋がり、社会生活の中

で意味を見出す必要がある。このことから、ウェ

ルビーイングの社会的側面に着目する研究者も少

なくない。例えば、Keyes（1998）は社会的ウェ

ルビーイングを人の社会的な健全性の度合いと定

義し、社会的受容（social acceptance）、社会貢献

（social contribution）、 社 会 的 実 現 感（social 

actualization）、 社 会 的 一 貫 性（social 

coherence）、社会的統合（social integration）の

5 つの側面があると報告している。その後、これ

らの要因に、ユーダイモニック・ウェルビーイン

グの一つと考えられてきた「他者との積極的関わ

り（positive relations with others）」が加えられ、

社会的ウェルビーイングには 6 要因が存在するこ

と が 明 ら か と な っ て い る（Gallagher et al., 

2009）。

2.4　�統合的ウェルビーイング（MHC-SF と PERMA

モデル）

　ウェルビーイングには多次元性があり、その主

な要因は快楽的ウェルビーイング（Ryan and 

Deci, 2001）、ユーダイモニック・ウェルビーイン

グ（Ryff, 1989）、社会的ウェルビーイング（Keyes, 

1998）である。これらは概念的に異なることから、

先行研究の多くは別々に検証してきた。ところが、

2000 年代に入るとこれらを統合し、同一研究の中

で包括的に捉える試みが見られるようになった。

例えば、Keyes et al.（2008）が開発したメンタ

ルヘルス・コンティニューム・ショートフォーム

（Mental Health Continuum-Short Form：MHC-

SF）はウェルビーイングを感情的（快楽的）、心

理的（ユーダイモニック）、社会的ウェルビーイン

グの 3 要因に分け、少ない質問数（14 項目）でウェ

ルビーイングの感情的、心理的、社会的側面を測

定することを可能にした短縮版尺度である。その

後、この尺度は 38 か国の市民を対象とした国際
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研究で普遍的な因子構造が確認されている

（Żemojtel-Piotrowska et al., 2018）。
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positive emotions（ポジティブ感情）、engagement

（エンゲージメント）、relationships（関係性）、 
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グ、人生満足度）から多次元的評価（快楽的ウェ

ルビーイング、ユーダイモニック・ウェルビーイ

ング、社会的ウェルビーイング）へと拡張し、さ

らに多様な要因を包括する統合的ウェルビーイン

グ（メンタルヘルス・コンティニューム・ショー

トフォーム：MHC-SF、PERMA モデル）へと発
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3．ウェルビーイングとスポーツ消費者行動

　スポーツマネジメントにおいて、スポーツ観戦

者とスポーツ参加者を対象としたウェルビーイン

グ研究が行われている。スポーツマネジメントの

ウェルビーイング研究は大きく（1）主観的ウェル

ビーイング、（2）人生満足度、（3）ユーダイモニッ

ク・ウェルビーイングおよび社会的ウェルビーイ

ング、（4）PERMA モデルの 4 つに分かれる。以
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て 5 つの論文が特定された（表 3）。スポーツ観戦

やスポーツ参加を通じた主観的ウェルビーイング

の測定尺度は一要因のもの（Jang et al., 2017; 

Matsumoto et al., 2018; Theodorakis et al., 2019; 
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なもの（Kim and James, 2019）まで幅広く開発
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スポーツ観戦やスポーツ参加を通じた幸福感を測

定したもの（Jang et al., 2017; Theordorakis et 
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（subjective happiness） を 測 定 し た も の
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り抽象度の高い状態（高次因子）として推定した
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おいてもスポーツ消費者を対象としているものの、

その測定は生活領域の主観的ウェルビーイングで

ある。さらに、これらの研究によると、主観的ウェ

ルビーイングはスポーツ関連の要因（試合結果、

チームアイデンティフィケーション、メディア視

聴、スポーツ参加、スポーツ用品など）、サービス

関連の要因（サ―ビスクオリティ）、基本的心理欲

求（自律性、有能感、関係性の欲求）から正の影

響を受けることが明らかとなっている。

　先行研究をレビューした結果、スポーツマネジ

メント研究において主観的ウェルビーイングは、

スポーツ消費に特化したもの（Jang et al., 2017; 

Theodorakis et al., 2019）と人生全般を扱ったも

の（Armbrecht and Andersson, 2020; Kim and 

James, 2019; Matsumoto et al., 2018）に分かれ

ることが明らかとなった。

3.2　人生満足度　

　スポーツマネジメントにおける人生満足度を

扱った研究として代表的な 4 つの研究群に焦点を

当てる（表 4）。以下はその要約である。

（1） Diener et al. （1985）の SWLS の定義を基に

スポーツ観戦者の人生満足度を測定したもの

（Inoue et al., 2017） 

（2） 生活領域満足度（家庭生活満足度、余暇満足度、

健康満足度、自己実現満足度、仕事満足度）

を合成したもの（Sato et al., 2017）

（3） Diener et al. （1985）の SWLS の定義を基に

4 項目で全体的ウェルビーイングを用いて人

生満足度を測定したもの（Kim et al., 2017）

（4） 消費を通じた人生満足度を Sato et al. （2014, 

2016b） の人生満足度の定義を基に 5 項目で

測定したもの（Watanabe et al., 2020）など

である。

　これらの先行研究によると、スポーツマネジメ

ント研究において人生満足度は人生全般を扱った

も の（Sato et al., 2017; Watanabe et al., 2020）

が主である。それらはスポーツ観戦者やスポーツ

参加者などのスポーツ消費者を対象としているが、

概念的な焦点は彼らの人生や生活領域の満足度に

向けられている。

3.3　�ユーダイモニック・ウェルビーイングおよび

社会的ウェルビーイング

　スポーツマネジメントのユーダイモニック・ウェ

ルビーイングと社会的ウェルビーイングを扱った

研究は決して多くない。そこで、これらの概念の

レビューをまとめて紹介する。その結果、ユーダ

イモニック・ウェルビーイングと社会的ウェルビー

イングに関する主な先行研究（表 5、6）として 5

つを特定した。研究のコンテクストは様々であり、

スポーツ視聴、イベント効果、ビデオゲームの参

加などであった（Cho et al., 2021; Kim and Kim, 

2020; Rogers. 2018; Sato et al., 2021; Wann et 

al., 2017）。主な研究例は以下のとおりである。

（1） Diener et al.（2010）の人間的開花（flourishing）

の定義を基にウェルビーイングを測定したも

の（Cho et al., 2021）

（2） Keyes et al (2008）の MHC-SF を用いて心

理的ウェルビーイングを測定したもの（Sato 

et al., 2021）

（3） 参加者の意味ある感覚（Meaningful affect）

を測定したもの（Roger et al., 2018)

（4） スポーツファンの社会的ウェルビーイング（帰

属意識）とユーダイモニック・ウェルビーイ

ング（意味の発見）を測定したもの（Wann 

et al., 2017）

（5） スポーツ視聴者の社会的ウェルビーイングを

測定したもの（Kim and Kim, 2020）

　これらの研究はスポーツ消費者を対象としてい

るが、その測定は生活領域のユーダイモニック・

ウェルビーイングや社会的ウェルビーイングであ

る。さらに、ユーダイモニック・ウェルビーイン

グと社会的ウェルビーイングは消費関連の要因（消

費）、基本的心理欲求（懐かしさ、有能感、自立性、

関係性など）、スポーツ関連の要因（チーム ID、
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表
3
　
ス
ポ
ー
ツ
消
費
者
行
動
と
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関

す
る
先
行
研
究

著
者

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
種
類

尺
度

文
脈
（
標
本
）

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

Ja
n

g 
et

 a
l. 

(2
01

7)
観

戦
を

通
じ

た
幸

福
感
（

ス
ポ

ー
ツ

関
連
）

V
an

 B
ov

en
 a

n
d 

G
il

ov
ic

h
（

20
03

）
の

観
戦
を
通
じ
た
幸
福
感
（

2
項
目
）

A
m

az
on

 M
ec

h
an

ic
al

 T
u

rk
に
選
ば
れ
た
一
般
的
な
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
者
（

n
＝

14
9）

・
チ
ー
ム

ID
×
試
合
結
果
→
観
戦
を
通
じ
た
幸
福
感
（

+
）
 

・
チ
ー
ム

ID
→
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
→
消
費
を
通
じ
た
幸
福
感
（
勝
ち
試

合
の
場
合
）
（

+
）

M
at

su
m

ot
o 

et
 a

l. 
(2

01
8)

 
主

観
的

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ
（

人
生
全
般
）

L
yu

bo
m

ir
sk

y 
an

d 
L

ep
pe

r 
(1

99
9)

の
2
項
目
尺
度

米
国
人
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ

バ
ー

(n
＝

49
3）

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
→
満
足
度
→
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）
 

・
道
具
→
満
足
度
→
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）
 

・
知
識
→
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）

T
h

eo
rd

or
ak

is
 e

t 
al

. 
(2

01
9)

 
ス

ポ
ー

ツ
参

加
を

通
じ

た
主

観
的

幸
福

感
と

Q
O

L
（

ス
ポ
ー
ツ
関
連
）

ス
ポ
ー
ツ
参
加
を
通
じ
た
主
観
的
幸
福
感

の
3
項
目
尺
度
（

N
ic

ol
ao

 e
t 

al
., 

20
09

)
ギ
リ
シ
ャ
で
開
催
さ
れ
た
国

際
ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の

参
加
者
（

n
＝

34
4）

相
互
作
用
の
質
→
イ
ベ
ン
ト
満
足
度
→
主
観
的
幸
福
感
→
生
活
の
質

（
+
）
 

結
果
の
質
→
イ
ベ
ン
ト
満
足
度
→
主
観
的
幸
福
感
→
生
活
の
質
（

+
）
 

結
果
の
質
→
主
観
的
幸
福
感
→
生
活
の
質
（

+
）

A
rm

br
ec

h
t 

an
d 

A
n

de
rs

so
n

 (
20

20
) 

主
観

的
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
（

人
生
全
般
）

D
ie

n
er
（

19
84

）
の
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
定
義
を
基
に
測
定
し
た

3
項
目

尺
度

5
つ
の
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
参
加
者
（

n
＝

19
2）

・
サ
ー
ビ
ス
の
質
→
快
楽
的
満
足
（

+
）
 

・
楽
し
み
→
快
楽
的
満
足
（
−
）
 

・
フ
ロ
ー
→
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ッ
ク
満
足
度
（

+
）
 

・
快
楽
的
満
足
→
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

/幸
福
（

+
）

K
im

 a
n

d 
Ja

m
es

 
(2

01
9)

主
観

的
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
（

人
生
全
般
）

W
at

so
n

 e
t 

al
. (

19
88

)の
P

A
N

A
S
尺
度

と
D

ie
n

er
 e

t 
al

.（
19

85
）
の
人
生
満
足

度
尺
度
を
用
い
、
（

1）
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
、

（
2）

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
、
（

3）
人
生
満
足

度
の

3
要
因
に
よ
っ
て
主
観
的
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
を
測
定

米
国
の
大
学
生
（

n
 =

 2
42

）
・
ス
ポ
ー
ツ
参
加
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
（

+
）
 

・
ス
ポ
ー
ツ
参
加
→
人
生
満
足
度
（

+
）
 

・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
（

+
）
 

・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
→
人
生
満
足
度
（

+
）
 

・
メ
デ
ィ
ア
視
聴
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
（

+
）
 

・
メ
デ
ィ
ア
視
聴
→
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
（

+
）
 

・
孤
立
か
ら
の
回
復
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
（

+
）
 

・
自
律
性
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
（

+
）
 

・
自
律
性
→
人
生
満
足
度
（

+
）
 

・
達
成
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
（

+
）
 

・
達
成
→
人
生
満
足
度
（

+
）
 

・
所
属
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
（

+
）
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表
4
　
ス
ポ
ー
ツ
消
費
者
行
動
と
人
生
満
足
度
に
関
す
る
先

行
研
究

著
者

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
種
類

尺
度

文
脈
（
標
本
）

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

In
ou

e 
et

 a
l. 

(2
01

7）
人
生
満
足
度

（
人
生
全
般
）

D
ie

n
er

 e
t 

al
.（

19
85

）
の

S
W

L
S
の
定

義
を
基
に
設
定
し
た

3
項
目
尺
度

豪
州
の
複
数
の
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
の
観
戦
者
（

n
 =

 2
68

）
と

米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の

四
大
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
観
戦

者
（

n
 =

 5
64

）

・
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
け
る
ラ
イ
ブ
観
戦
回
数
（

+
）
 

・
同
じ
チ
ー
ム
の
フ
ァ
ン
に
よ
る
心
理
的
支
援
（

+
）

S
at

o 
et

 a
l. 

(2
01

7)
人
生
満
足
度

（
人
生
全
般
）

D
ie

n
er

 e
t 

al
.（

19
85

）
の

S
W

L
S
の
定

義
を
基
に
設
定
し
た

5
項
目
尺
度

西
日
本
で
開
催
さ
れ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
（

n
 =

 2
36

）

・
イ
ベ
ン
ト
満
足
度
→
家
庭
生
活
満
足
度
（

+
）
 

・
イ
ベ
ン
ト
満
足
度
→
余
暇
満
足
度
（

+
）
 

・
イ
ベ
ン
ト
満
足
度
→
健
康
満
足
度
（

+
）
 

・
イ
ベ
ン
ト
満
足
度
→
自
己
実
現
満
足
度
（

+
）
 

・
イ
ベ
ン
ト
満
足
度
→
仕
事
満
足
度
（

+
）
 

・
家
庭
生
活
満
足
度
→
人
生
満
足
度
（

+
）
 

・
自
己
実
現
満
足
度
→
人
生
満
足
度
（

+
）
 

・
社
会
生
活
満
足
度
→
人
生
満
足
度
（

+
）

K
im

 e
t 

al
. (

20
17

)
全
体
的
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ

（
人
生
全
般
）

D
ie

n
er

 e
t 

al
. （

19
85

）
の
人
生
満
足
度

の
定
義
を
基
に
測
定
す
る

4
項
目
尺
度

20
14

年
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
観
戦
者

(n
 =

 4
92

）
・

快
楽
的
価
値
→
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）
 

・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
シ
ッ
プ
の
レ
ベ
ル
×
幸
福
的
（
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ッ

ク
）
価
値
→
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）
 

・
メ
デ
ィ
ア
消
費
環
境
（

1
人

/複
数
）
×
社
会
的
価
値
→
グ
ロ
ー
バ

ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）

W
at

an
ab

e 
et

 a
l. 

(2
02

0)
 

人
生
満
足
度

（
人
生
全
般
）

S
at

o 
et

 a
l. （

20
14

, 2
01

6b
）
の
人
生
満

足
度

の
定
義
を
基
に
測
定
す
る

5
項
目
尺

度

日
本
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
の
観
戦
客
（

n
 =

 3
06

）
・
コ
ア
プ
ロ
ダ
ク
ト
→
人
生
満
足
度
（

+
）
 

・
健
康
状
態
の
自
己
評
価
→
人
生
満
足
度
（

+
）
 

・
観
戦
時
の
歩
数
→
健
康
状
態
自
己
評
価
（

+
）
→
人
生
満
足
度
（

+
）
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表
5
　
ス
ポ
ー
ツ
消
費
者
行
動
と
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
に
関
す
る
先
行
研
究

著
者

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
種
類

尺
度

文
脈
（
標
本
）

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

C
h

o 
et

 a
l. 

(2
02

1)
 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
（
人
間
的
開
花
）

（
人
生
全
般
）

D
ie

n
er

 e
t 

al
. (

20
10

) 
の

fl
ou
ri
sh
in
g
尺

度
（

8
項
目
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

の
衛
星
フ
ァ
ン
（
ｎ
＝

31
7）

・
懐
か
し
さ
→
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）
 

・
心
理
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
→
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）
 

・
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
→
旅
行
の
意
図
（

+
）
 

・
懐
か
し
さ
→
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
→
旅
行
の
意
図
（

+
）

S
at

o 
et

 a
l. 

(2
02

1)
心
理
的
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ

（
人
生
全
般
）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
・

シ
ョ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
（

M
H

C
-S

F
; K

ey
es

 
et

 a
l.,

 2
00

8）
尺
度
の
う
ち
の

6
項
目
を

用
い
た

1
要
因
尺
度

20
19

年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
都

市
居
住
者
翌
週
と
イ
ベ
ン
ト

の
8
週
間
後
の

2
回
（

n
 =

 
20

6）

・
イ
ベ
ン
ト
効
果
→
心
理
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）
　
　

 
・

イ
ベ
ン
ト
効
果
→
心
理
的
資
本
→
心
理
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）

R
og

er
 e

t 
al

. (
20

18
) 

意
味
の
あ
る
感
覚

(M
ea

n
in

gf
u

l 
af

fe
ct
）
（
ス
ポ
ー

ツ
関
連
）

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
お
け
る
意
味
あ
る
感
情
、

否
定
的
な
感
情
、
肯
定
的
な
感
情
に
関
す

る
3
項
目
尺
度
（

O
li

ve
r 

an
d 

B
ar

ts
ch

, 
20

10
; O

li
ve

r 
et

 a
l.,

 2
01

6)

有
意
義
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
体
験
を
し
て
い
る
ビ

デ
オ
ゲ
ー
ム
ユ
ー
ザ
ー
を

M
ec

h
an

ic
al

 T
u

rk
に
よ
る

募
集
で
応
募
し
た
参
加
者
（

n
＝

27
7）

・
消
費
→
楽
し
み
（

+
）
 

・
有
能
感
→
楽
し
み
（

+
）
 

・
自
律
性
→
楽
し
み
（

+
）
 

・
関
係
性
→
楽
し
み
（

+
）
 

・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
→
楽
し
み
（

+
）
 

・
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
→
楽
し
み
（

+
）
 

・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
→
有
意
義
度
（

+
）
 

・
刺
激
的
感
情
→
有
意
義
度
（

+
）
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表
4
　
ス
ポ
ー
ツ
消
費
者
行
動
と
人
生
満
足
度
に
関
す
る
先

行
研
究

著
者

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
種
類

尺
度

文
脈
（
標
本
）

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

In
ou

e 
et

 a
l. 

(2
01

7）
人
生
満
足
度

（
人
生
全
般
）

D
ie

n
er

 e
t 

al
.（

19
85

）
の

S
W

L
S
の
定

義
を
基
に
設
定
し
た

3
項
目
尺
度

豪
州
の
複
数
の
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
の
観
戦
者
（

n
 =

 2
68

）
と

米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の

四
大
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
観
戦

者
（

n
 =

 5
64

）

・
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
け
る
ラ
イ
ブ
観
戦
回
数
（

+
）
 

・
同
じ
チ
ー
ム
の
フ
ァ
ン
に
よ
る
心
理
的
支
援
（

+
）

S
at

o 
et

 a
l. 

(2
01

7)
人
生
満
足
度

（
人
生
全
般
）

D
ie

n
er

 e
t 

al
.（

19
85

）
の

S
W

L
S
の
定

義
を
基
に
設
定
し
た

5
項
目
尺
度

西
日
本
で
開
催
さ
れ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
（

n
 =

 2
36

）

・
イ
ベ
ン
ト
満
足
度
→
家
庭
生
活
満
足
度
（

+
）
 

・
イ
ベ
ン
ト
満
足
度
→
余
暇
満
足
度
（

+
）
 

・
イ
ベ
ン
ト
満
足
度
→
健
康
満
足
度
（

+
）
 

・
イ
ベ
ン
ト
満
足
度
→
自
己
実
現
満
足
度
（

+
）
 

・
イ
ベ
ン
ト
満
足
度
→
仕
事
満
足
度
（

+
）
 

・
家
庭
生
活
満
足
度
→
人
生
満
足
度
（

+
）
 

・
自
己
実
現
満
足
度
→
人
生
満
足
度
（

+
）
 

・
社
会
生
活
満
足
度
→
人
生
満
足
度
（

+
）

K
im

 e
t 

al
. (

20
17

)
全
体
的
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ

（
人
生
全
般
）

D
ie

n
er

 e
t 

al
. （

19
85

）
の
人
生
満
足
度

の
定
義
を
基
に
測
定
す
る

4
項
目
尺
度

20
14

年
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
観
戦
者

(n
 =

 4
92

）
・

快
楽
的
価
値
→
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）
 

・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
シ
ッ
プ
の
レ
ベ
ル
×
幸
福
的
（
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ッ

ク
）
価
値
→
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）
 

・
メ
デ
ィ
ア
消
費
環
境
（

1
人

/複
数
）
×
社
会
的
価
値
→
グ
ロ
ー
バ

ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）

W
at

an
ab

e 
et

 a
l. 

(2
02

0)
 

人
生
満
足
度

（
人
生
全
般
）

S
at

o 
et

 a
l. （

20
14

, 2
01

6b
）
の
人
生
満

足
度

の
定
義
を
基
に
測
定
す
る

5
項
目
尺

度

日
本
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
の
観
戦
客
（

n
 =

 3
06

）
・
コ
ア
プ
ロ
ダ
ク
ト
→
人
生
満
足
度
（

+
）
 

・
健
康
状
態
の
自
己
評
価
→
人
生
満
足
度
（

+
）
 

・
観
戦
時
の
歩
数
→
健
康
状
態
自
己
評
価
（

+
）
→
人
生
満
足
度
（

+
）
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表
6
　
ス
ポ
ー
ツ
消
費
者
行
動
と
社
会
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関

す
る
先
行
研
究
�

著
者

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
種
類

尺
度

標
本

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

W
an

n
 e

t 
al

. （
20

17
) 

社
会
的
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
（
帰

属
意
識

)、
ユ
ー
ダ

イ
モ
ニ
ッ
ク
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
意

味
の
発
見
）
（
人
生

全
般
）

「
帰
属
感
尺
度
」
（

S
oB

S
; L

am
be

rt
 e

t 
al

., 
20

13
）
の

5
項
目
と
「
意
味
の
発
見
」

（
S

te
ge

r 
et

 a
l.,

 2
00

6）
の

5
項
目
（

P
oM

）

大
学
生
の
サ
ン
プ
ル
（

n
＝

38
2)

・
チ
ー
ム

ID
→
帰
属
意
識
（
社
会
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
（

+
）
 

・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
の
熱
狂
度
（

sp
or

t 
fa

n
do

m
）
→
帰
属
意
識

(社
会
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
（

+
）
 

・
チ
ー
ム

ID
→
意
味
の
発
見
（
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
）
（

+
）
 

・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
の
熱
狂
度
（

sp
or

t 
fa

n
do

m
）
→
意
味
の
発
見

（
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
（

+
）

K
im

 a
n

d 
K

im
 

（
20

20
)

社
会
的
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ

（
人
生
全
般
）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
・

ス
ケ
ー
ル
（

L
am

er
s,

 W
es

te
rh

of
,　

B
oh

lm
ei

je
r,

 t
en

　
K

lo
os

te
r,

 a
n

d 
K

ey
es

,　
20

11
)の

5
項
目

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
視
聴

し
た

S
L

S
S

*
ユ
ー
ザ
ー
（

n
＝

23
1)

 
 *S

oc
ia

l l
iv

e 
st

re
am

in
g 

se
rv

ic
es

・
パ
ー
ソ
ナ
ル
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
→
フ
ロ
ー
（

+
）
 

・
社
会
的
統
合
→
フ
ロ
ー
（

+
）
 

・
テ
ン
シ
ョ
ン
リ
リ
ー
ス
→
フ
ロ
ー
（

+
）
 

・
感
情
的
満
足
→
フ
ロ
ー
（

+
）
 

・
感
情
的
満
足
→
チ
ー
ム

ID
→
フ
ロ
ー
（

+
）
 

・
フ
ロ
ー
→

S
L

S
S
満
足
度
（

+
）
 

・
S

L
S

S
満
足
度
→
社
会
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）
 

・
S

L
S

S
満
足
度
→
孤
独
感
（
−
）
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スポーツファンの熱狂度）、社会心理的指標（社会

的統合）から正の影響を受けることが明らかとなっ

ている。

　これらの先行研究によると、スポーツマネジメ

ント研究におけるユーダイモニック・ウェルビー

イングと社会的ウェルビーイングは、スポーツ消

費に特化したもの（Roger et al., 2018; Kim and 

Kim, 2020）と人生全般を扱ったもの（Cho et al., 

2021; Sato et al., 2021; Wann et al., 2021）に分

かれている。

3.4　スポーツ消費者における PERMA モデル

　スポーツマネジメントの PERMA モデルを扱っ

た先行研究として 2 つの研究を紹介する（表 7）。

この 2 つの先行研究は、スポーツ消費の PERMA

モデル（Seligman, 2011）のポジティブ感情、エ

ンゲージメント、関係性、意味、達成の 5 つの項

目を質的に測定している（Doyle et al., 2016; 

Doyle et al., 2021）。この研究においてもスポーツ

消費を対象としているものの、その測定は生活領

域のウェルビーイングを多次元的に捉えた

PERMAモデルである。さらに、この研究によると、

PERMA モデルは、スポーツ関連の要因（チーム

の勝利、選手のパフォーマンス、チーム支援、観

客としてのイベント参加など）、社会的関係の要因

（地域とのつながり、家族や友人とのつながり、新

たなコミュニティとの関係促進など）、社会的貢献

の要因（ボランティア活動、地域貢献活動など）、

消費（スタジアム観戦、ファンクラブ会員）から

正の影響を受けることが明らかとなっている。

　これら 2 つの先行研究（Doyle et al., 2016; 

Doyle et al., 2021）によると、スポーツマネジメ

ント研究において PERMA モデルは、いずれも人

生全般に特化したものであった。     

　これら 2 つの研究は、PERMA モデルに元々あっ

たエンゲージメントがスポーツ消費者にあてはま

らないと主張している。スポーツ観戦におけるス

ポーツ消費者は、深く構造化されたスポーツ体験

におけるエンゲージメントの存在を確認すること

は困難であると報告している。これは、エンゲー

ジメントについて個人の実証を捉えることの難し

さを示した研究（Chang et al., 2018 ; Doyle et 

al., 2016 ; Filo and Coghlan, 2016) と一致してい

る（Doyle et al., 2021）。

3.5　�スポーツマネジメントにおけるウェルビーイ

ング研究のまとめ

　これまでの社会心理学領域のウェルビーイング

研究とスポーツマネジメント領域におけるウェル

ビーイング研究のレビューをまとめると、図 1 の

ように示すことができる。社会心理学領域のウェ

ルビーイング研究では、本当の自分が何者である

かを悟り、努力を継続的に積み重ねることで人生

の目的を達成し、その結果ウェルビーイングが向

上する。これは人間的成長を礎にしており、この

場合のウェルビーイングは自らに向き合い、努力

をともなう心理状態と行動によって自己実現を果

たすことである。

　社会心理学領域のウェルビーイングは、グロー

バルレベル（人生全般レベル）のウェルビーイン

グを研究対象としている。ウェルビーイングをス

ポーツ観戦者のコンテクストに当てはめ、スポー

ツ関連のウェルビーイングを検証したものがいく

つか存在する（e.g., Doyle et al., 2016）。しかし

ながら、これらの先行研究には以下に示すように、

いくつかの問題点も明らかになった。

　スポーツ消費者行動のウェルビーイング研究に

おける問題の一つ目は、主観的ウェルビーイング、

人生満足度、ユーダイモニック・ウェルビーイング、

社会的ウェルビーイングのレビューで明らかに

なったように、これらの概念がスポーツの文脈へ

と十分に応用・拡張されていないことである（表 3、

表 4、表 5、表 6）。スポーツが人々の人生や生活

に及ぼす影響を検証する際は、人生全般（グロー

バルレベル）が適している。しかしながら、スポー

ツを消費する際に人々がスポーツの文脈で感じる

幸福感を捉えるためには、スポーツに特化したウェ

ルビーイングの概念化とその検証が必要だろう。

　また、スポーツは身体活動を伴うが、身体的ウェ

ルビーイングの研究が不足している。これまでの

－ 19 －－ 18 －

表
6
　
ス
ポ
ー
ツ
消
費
者
行
動
と
社
会
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関

す
る
先
行
研
究
�

著
者

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
種
類

尺
度

標
本

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

W
an

n
 e

t 
al

. （
20

17
) 

社
会
的
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
（
帰

属
意
識

)、
ユ
ー
ダ

イ
モ
ニ
ッ
ク
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
意

味
の
発
見
）
（
人
生

全
般
）

「
帰
属
感
尺
度
」
（

S
oB

S
; L

am
be

rt
 e

t 
al

., 
20

13
）
の

5
項
目
と
「
意
味
の
発
見
」

（
S

te
ge

r 
et

 a
l.,

 2
00

6）
の

5
項
目
（

P
oM

）

大
学
生
の
サ
ン
プ
ル
（

n
＝

38
2)

・
チ
ー
ム

ID
→
帰
属
意
識
（
社
会
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
（

+
）
 

・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
の
熱
狂
度
（

sp
or

t 
fa

n
do

m
）
→
帰
属
意
識

(社
会
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
（

+
）
 

・
チ
ー
ム

ID
→
意
味
の
発
見
（
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
）
（

+
）
 

・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
の
熱
狂
度
（

sp
or

t 
fa

n
do

m
）
→
意
味
の
発
見

（
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
（

+
）

K
im

 a
n

d 
K

im
 

（
20

20
)

社
会
的
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ

（
人
生
全
般
）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
・

ス
ケ
ー
ル
（

L
am

er
s,

 W
es

te
rh

of
,　

B
oh

lm
ei

je
r,

 t
en

　
K

lo
os

te
r,

 a
n

d 
K

ey
es

,　
20

11
)の

5
項
目

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
視
聴

し
た

S
L

S
S

*
ユ
ー
ザ
ー
（

n
＝

23
1)

 
 *S

oc
ia

l l
iv

e 
st

re
am

in
g 

se
rv

ic
es

・
パ
ー
ソ
ナ
ル
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
→
フ
ロ
ー
（

+
）
 

・
社
会
的
統
合
→
フ
ロ
ー
（

+
）
 

・
テ
ン
シ
ョ
ン
リ
リ
ー
ス
→
フ
ロ
ー
（

+
）
 

・
感
情
的
満
足
→
フ
ロ
ー
（

+
）
 

・
感
情
的
満
足
→
チ
ー
ム

ID
→
フ
ロ
ー
（

+
）
 

・
フ
ロ
ー
→

S
L

S
S
満
足
度
（

+
）
 

・
S

L
S

S
満
足
度
→
社
会
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（

+
）
 

・
S

L
S

S
満
足
度
→
孤
独
感
（
−
）
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表
7
　
ス
ポ
ー
ツ
消
費
者
行
動
と

P
E
R
M
A
モ
デ
ル
に
関
す
る

先
行
研
究

著
者

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
種
類

尺
度

標
本

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

D
oy

le
 e

t 
al

. (
20

16
)

P
E

R
M

A
モ

デ
ル

（
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

感
情
、

エ
ン

ゲ
ー

ジ
メ

ン
ト
、

関
係

性
、

意
味
、

達
成

）
（

ス
ポ
ー
ツ
関
連
）

N
.A

.（
質
的
研
究
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
観
戦
者
（

n
 =

 2
0）

・
ス
タ
ジ
ア
ム
観
戦
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
（

+
）
 

・
チ
ー
ム
の
勝
利
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
（

+
）
 

・
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
（

+
）
 

・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
（

+
）
 

・
地
域
貢
献
活
動
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
（

+
）
 

・
家
族
や
友
人
と
の
つ
な
が
り
→
関
係
性
（

+
）
 

・
地
域
と
の
つ
な
が
り
→
関
係
性
（

+
）
 

・
仕
事
つ
な
が
り
→
関
係
性
（

+
）
 

・
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
→
意
味
（

+
）
 

・
チ
ー
ム
支
援
→
意
味
（

+
）
 

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
へ
の
貢
献
→
意
味
（

+
）
 

・
チ
ー
ム
の
競
技
的
成
功
→
達
成
（

+
）
 

・
チ
ー
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
へ
の
貢
献
→
達
成
（

+
）
 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
→
達
成
（

+
）

D
oy

le
 e

t 
al

. (
20

21
)

P
E

R
M

A
モ
デ
ル

（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感

情
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
、
関
係
性
、

意
味
、
達
成
）
（
ス

ポ
ー
ツ
関
連
）

N
.A

.（
質
的
研
究
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
（
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス

ゲ
ー
ム
ズ
）
の
観
戦
者
（

n
＝

15
）

・
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
（

+
）
 

・
イ
ベ
ン
ト
施
設
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
（

+
）
 

・
セ
レ
モ
ニ
ー
へ
の
参
加
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
（

+
）
 

・
会
場
や
テ
レ
ビ
で
の
観
戦
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
（

+
）
 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
雰
囲
気
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
（

+
）
 

・
イ
ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
→
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
（

+
）
　

 
・

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
促
進
→
関
係
（

+
）
 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
絆
→
関
係
（

+
）
 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
へ
の
関
与
→
関
係
（

+
）
 

・
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
係
促
進
→
関
係
（

+
）
 

・
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
絆
→
関
係
（

+
）
 

・
地
元
主
催
へ
の
期
待
→
意
味
（

+
）
 

・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
→
意
味
（

+
）
 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
→
意
味
（

+
）
 

・
観
客
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
→
意
味
（

+
）
 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
貢
献
→
意
味
（

+
）
 

・
開
会
式
の
実
施
→
達
成
（

+
）
 

・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
雰
囲
気
→
達
成
（

+
）
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研究の多くが、精神的健康（心理的活力など）を扱っ

ており、身体的健康の側面からスポーツ消費者の

ウェルビーイングを探求したものが少ない。参加

型スポーツは競技力向上や体力向上を期待できる

が、スポーツ観戦であっても外出や応援を伴い、

適度な活動量がある。特に年配者は加齢とともに

スポーツ参加の頻度や強度の低下が避けられない

が、スポーツ観戦はたとえ高齢者であっても適度

な活動量を確保できることから、彼らの健康増進

や日常生活動作の改善に寄与する可能性がある。     

　社会的ウェルビーイングに関するスポーツマネ

ジメント研究はファン同士の関係性や帰属意識に

限られており（e.g., Kim and Kim, 2020）、Keyes

（1998）の社会的受容、社会的実現感、社会的統合、

社会的貢献などに関するウェルビーイングの理解

は進んでいない。例えば、スポーツ観戦は多様性

が重要であり、女性、高齢者、スポーツにあまり

馴染みのない人を包括することによって、社会的
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扱ったスポーツマネジメント研究の問題は、その
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図 1　グローバル・ウェルビーイングとスポーツ関連のウェルビーイングモデル

（出典：Lundqvist,�2011 をもとに著者作成）
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4．結論

　本研究は、ウェルビーイングに関する先行研究

の内容を概念的に整理した。まず、社会心理学の

ウェルビーイング研究の概念的整理を通じて、（1） 

主観的ウェルビーイング、（2）人生満足度、（3）

快楽的ウェルビーイング、（4）ユーダイモニック・

ウェルビーイング、（5）社会的ウェルビーイング、

（6）メンタルヘルス・コンティニューム・ショー

トフォーム、（7）PERMA モデルを特定し、それ

ぞれの定義を紹介した（表 2）。社会心理学のウェ

ルビーイングは、人生全般のグローバルレベルに

おいて一元的評価（e.g., 主観的ウェルビーイング、

人生満足度）から多次元的評価（e.g., MHC-SF、

PERMA モデル）へと拡張したことが本レビュー

より示された。

　本レビューの結果（表 3、表 4、表 5、表 6、表 7）、

スポーツ消費者行動においてもスポーツ観戦者と

スポーツ参加者を対象とした多様なウェルビーイ

ング概念に関する先行研究が行われていることが

明らかとなった。しかしながら、その多くはスポー

ツ消費者を対象としているものの、一部の質的研

究（Doyle et al., 2016; Doyle et al., 2021）を除き、

概念自体はスポーツの文脈へと十分に応用されて

いないものが多かった。論文が掲載された時期に

ついては、2017 年以降に発表されたものが多く、

内容は（1）主観的ウェルビーイング、（2）人生

満足度、（3）ユーダイモニック・ウェルビーイング、

（4）社会的ウェルビーイング、（5）PERMA モデ

ルなどに関するものであった。スポーツ観戦やス

ポーツ参加を通じたウェルビーイングの測定尺度

は、一要因のもの（e.g., 主観的ウェルビーイング、

人生満足度、社会的ウェルビーイング）から多次

元のもの（e.g., MHC-SF、PERMA モデル）を含め、

幅広く検証されているが、スポーツ版 PERMA モ

デル（表 7：Doyle et al., 2016; Doyle et al., 2021）

以外のウェルビーイング概念（表 3、表 4、表 5、

表 6）はスポーツのコンテクストレベルへの応用

や拡張が十分でない。

　このように、先行研究はスポーツ消費者を対象

としているが、必ずしもスポーツ消費のコンテク

ストに沿ったものではなく、その多くはスポーツ

消費が人生全般のウェルビーイングにどのように

貢献するかを明らかにするものであった。今後は

スポーツを消費する際に人々がスポーツ活動の中

で感じるウェルビーイングを明らかにするため、

スポーツに特化したウェルビーイングの概念化と

その検証が必要である。身体的ウェルビーイング

はその一つであり、概念的にも統計的にも探求が

求められる。
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